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「
五
久
会
」
会
長

浅
野
益
正

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
あ
げ
ま
す

昨
年
は
「
五
久
会
」
発
足
に
あ
た
り
ま
し
て
、
ご
協
力
を
賜

り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
毎
日
、
家
族
や
友
人
に
話
し
か
け
た
り
、
話
し
か

け
ら
れ
た
り
し
な
が
ら
生
活
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
毎
日
が
川

の
流
れ
の
よ
う
に
月
日
と
な
り
、
歳
月
を
経
て
年
を
送
り
迎
え

ま
す
。
例
年
の
通
り
の
繰
り
返
し
で
す
。

そ
し
て
、
ふ
と
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
過
ぎ
去
っ
た
一
年
一
年

が
蘇
っ
た
り
す
る
も
の
で
す
。
一
方
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し

て
ゆ
く
時
代
の
中
で
、
日
々
刻
々
と
全
て
の
生
活
の
リ
ズ
ム
が

変
り
発
展
し
進
歩
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
平
成
十
五
年
十
月
五
日
の
町
議
選
を
経
て
市
会
議
員

と
な
っ
た
、
我
が
五
久
会
の
推
薦
す
る
内
藤
久
歳
君
も
、
政
治

の
世
界
に
入
り
二
年
二
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
流
れ
の
中

で
確
実
に
一
歩
一
歩
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
日
々
の
行
事
に
万
全

の
態
勢
で
あ
た
っ
て
居
り
ま
す
。

五
久
会
も
こ
れ
に
な
ら
っ
て
一
生
懸
命
応
援
し
て
い
ま
す
。

本
年
四
月
十
六
日
に
二
年
六
ヶ
月
の
流
れ
に
一
つ
の
区
切
り

を
つ
け
、
改
め
て
政
治
の
道
の
第
一
歩
を
刻
む
大
切
な
時
期
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

真
の
正
念
場
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
を
乗
り
越
え
て
前

進
し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
今
度
の

選
挙
は
今
後
の
候
補
の
人
生
を
大
き
く
左
右
す
る
も
の
で
す
。

何
が
何
で
も
や
り
抜
く
と
い
う
信
念
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
の
下
に
、
全
力
で
頑
張
っ
て
い
く
所

存
で
あ
り
ま
す
。
栄
光
は
努
力
な
く
し
て
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

重
ね
て
皆
々
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
致
し
、
年
の
初
め

に
際
し
て
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

終
わ
り
に
皆
々
様
方
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

甲
斐
市
議
会
議
員

内
藤

久
歳

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
年
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
と
御
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

甲
斐
市
が
誕
生
し
、
昨
年
の
九
月
で
一
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

市
政
運
営
も
合
併
時
、
旧
三
町
の
持
ち
寄
り
予
算
か
ら
、
平
成

十
七
年
度
は
甲
斐
市
に
な
っ
て
初
め
て
の
通
年
予
算
と
し
て
、

一
般
会
計
二
二
八
億
四
六
二
三
万
八
千
円
、
特
別
会
計
を
含
め
、

三
七
二
億
九
七
二
五
万
六
千
円
が
計
上
さ
れ
、『
緑
と
活
力
あ
ふ

れ
る
生
活
快
適
都
市
』
実
現
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
章
も
多
数
の
一
般
公
募
の
中
か
ら
選
定
さ
れ
、
市
民

憲
章
も
制
定
し
、
甲
斐
市
の
全
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
具
現
化
さ

れ
ま
し
た
。
国
に
お
い
て
は
、
行
財
政
改
革
の
本
丸
と
位
置
付

け
ら
れ
た
郵
政
民
営
化
法
案
が
可
決
さ
れ
、
三
位
一
体
の
行
政

改
革
が
進
行
中
で
す
。
昨
年
末
に
は
三
兆
円
の
税
源
移
譲
と
各

省
の
国
庫
補
助
金
の
削
減
案
が
議
論
さ
れ
、
骨
格
が
固
ま
り
ま

し
た
が
、
地
方
に
対
す
る
配
慮
は
若
干
感
じ
ら
れ
る
も
の
の
、

今
後
の
自
主
自
立
に
向
け
た
市
政
を
実
行
し
て
い
く
に
は
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

議
会
も
今
年
四
月
末
日
を
以
っ
て
在
任
特
例
の
任
期
が
満
了

に
な
り
ま
す
。
敷
島
町
議
会
か
ら
通
算
し
て
二
年
六
ヶ
月
の
議

員
活
動
を
さ
せ
て
頂
き
、
立
候
補
時
に
公
約
と
し
て
掲
げ
た
五

つ
の
項
目
を
達
成
す
る
為
に
努
力
し
て
参
り
ま
し
た
。
今
年
は

甲
斐
市
条
例
で
定
め
ら
れ
た
議
員
定
数
（
二
八
名
）
で
選
挙
が

行
わ
れ
、
新
し
い
甲
斐
市
議
会
が
誕
生
す
る
年
で
あ
り
ま
す
。

私
も
甲
斐
市
議
会
の
一
員
と
し
て
、
甲
斐
市
の
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
方
針
に
添
っ
た
活
動
の
中
で
、
皆
様
の
御
理
解
と
御
協

力
を
賜
り
、
再
度
議
会
に
送
っ
て
頂
き
、
市
民
生
活
の
向
上
と

甲
斐
市
発
展
の
為
に
頑
張
っ
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
年
に
な
り
ま
す
様
お
祈

り
申
し
あ
げ
、
力
強
い
ご
支
援
を
重
ね
て
お
願
い
し
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

《
議
会
活
動
報
告
》

平
成
十
五
年
十
月
七
日
、
旧
敷
島
町
役
場
で
当
選
証
書
を
受
理
し
議
員
と
し
て

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
緊
張
感
は
今
で
も
し
っ
か
り
と
脳
裏

に
焼
き
つ
い
て
お
り
ま
す
。
一
年
生
議
員
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、

本
当
に
そ
の
意
味
が
理
解
で
き
ま
し
た
。
何
も
か
も
が
一
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ

た
か
ら
で
す
。

初
議
会
、
議
長
選
出
、
委
員
会
構
成
等
、
議
会
運
営
の
必
要
事
項
を
決
定
し
ま

し
た
。
私
は
青
少
年
の
健
全
育
成
と
教
育
関
係
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
の
で
、
総
務
常
任
委
員
会
を
希
望
し
、
幸
い
思
い
通
り
の
委
員
会
に
所

属
で
き
ま
し
た
。
平
成
十
六
年
の
三
月
定
例
会
で
は
始
め
て
の
一
般
質
問
に
臨
み

ま
し
た
。
質
問
内
容
は
、
児
童･

生
徒
の
不
審
者
に
対
す
る
安
全
対
策
で
し
た
。

昨
年
の
十
二
月
に
は
広
島
と
栃
木
で
小
学
生
が
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事

件
が
発
生
し
ま
し
た
。
今
後
、
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
保
護
者
・
学
校
・

地
域
が
連
携
を
図
り
、
事
件
の
発
生
を
絶
滅
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
六
年
五
月
に
は
行
政
視
察
研
修
と
し
て
、
村
と
し
て
は
全
国
で
最
大
の

人
口
を
有
す
る
岩
手
県
の
滝
沢
村
で
、
議
会
の
活
性
化
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

平
成
十
六
年
九
月
一
日
、
三
町
合
併
に
よ
り
甲
斐
市
が
誕
生
し
、
議
会
も
甲
斐

市
議
会
と
な
り
、
議
員
は
在
任
特
例
に
よ
り
甲
斐
市
議
会
議
員
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
十
七
年
度
は
計
三
回
の
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
以
下
に
そ
の
内
容
を

記
し
ま
す
。

☆
平
成
十
七
年
第
一
回
定
例
会
に
お
い
て
、
三
項
目
に
つ
い
て

一
般
質
問
を
行
な
い
ま
し
た
。

一
、
市
道
開
発
一
号
線
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

二
、
小
学
校
の
散
水
設
備
の
設
置
に
つ
い
て

三
、
甲
斐
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
の
策
定
状
況
に
つ
い
て

☆
平
成
十
七
年
第
二
回
定
例
会
に
お
い
て
、
一
項
目
に
つ
い
て

一
般
質
問
を
行
な
い
ま
し
た
。

一
、
児
童
虐
待
の
対
策
に
つ
い
て

☆
平
成
十
七
年
第
四
回
定
例
会
に
お
い
て
、
二
項
目
に
つ
い
て

一
般
質
問
を
行
な
い
ま
し
た
。

一
、
小
中
学
校
校
舎
及
び
附
属
建
物
の
耐
震
化
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て

二
、
不
登
校
児
童
、
生
徒
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て

以
上
市
政
に
つ
い
て
市
民
生
活
の
向
上
及
び
社
会
的
な
問
題
点
を
取
り
上
げ
行
政

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
質
問
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
も
行
財
政
改
革
を
推
進
し
「
緑
と
活
力
あ
ふ
れ
る
生
活
快
適
都
市
」
の
実

現
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

会
長
挨
拶



「五久会」 五久会 副会長 保坂慶典

初めてのご挨拶をさせていただきます。2006 年の新年を迎え皆様には益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。

私、内藤ひさとし後援会「五久会」の副会長として活動しております保坂でございます。前回敷島町議選の際は

皆様のご理解とご厚情により、内藤ひさとし君を最高の結果で初当選させて頂き御礼申し上げます。

さて、甲斐市が誕生して昨年 9 月で 1 周年を迎えました。現在内藤市議は、議会活動とみどり豊かな甲斐市を

守る環境問題・健全な青少年の育成のための教育問題等に取り組んでおります。また、市道開発１号線の整備計画旧敷島地区の

早期実現に力を入れております。今後、さらに内藤市議には活発なる議員活動を期待するところです。

来る 4 月は市議選になります。地域の皆様、甲斐市の市民の皆様のご支援のほど、今後共よろしくお願い申し上げます。

発行責任者 浅野益正（五久会会長）

編集・発行 内藤ひさとし後援会事務所 甲斐市中下条 217－9（ＴＥＬ）055-277-8001
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今年もよろしくお願いいたします。
五久会一同

「年の初めに」 五久会 副幹事長 小池勝人

皆様、例年に比べ寒さの厳しい年明けとなりましたが、元気でお過ごしでしょうか。『五久会』発足以来、有志

の皆さんや地域の多くの皆様と共に勉強会を重ね、私達の住む地域のかかえる諸問題また行政の流れを見ながら

意見交換をしてまいりました。毎日淡々と生活している中で、私達の周りはめまぐるしく時が流れていることを

痛感いたしました。三町が合併し、私達の周りの環境も少しずつ変わってきてはいますが、まだまだ意とすると

ころではありません。私も子を持つ親として、少しでも住みよい環境、家族がそろって楽しく明るく健康で、安心して暮らせる

そんな社会を望むものであります。地域の皆様が一体となり、多くの力が集まれば、すばらしい結果が得られるのではないでし

ょうか。ほんの小さな疑問や意見を内藤ひさとしと共に考え、甲斐市政に反映出来るのではないでしょうか・・・。

『五久会』の果たす役割は地域と市政との中継点だと考えております。今年は内藤ひさとし、そして『五久会』にとっても大切

な年になろうとしています。自分の果たす役割を誠意をもち着実に前に推し進め、責任の重さをしっかりと受け止めている内藤

ひさとしを皆様の力で支えて頂き、ご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。

【編集後記】…五久会だより編集委員（平林弘光・平賀和久）

五久会だより第２号を『2006 年新春挨拶号』としてお届け致します。毎月第１日曜日に開催している学習会も上記

新春学習会で 6 回を数えるに至りました。この学習会では市議からの甲斐市政の報告後、これからの展望・要望・

提案等についての話し合いを毎回真剣かつ楽しい雰囲気の中で行っています。次号ではそれらの内容についてもお

知らせしていく予定です。尚、この便りの編集中に甲斐市選管より、平成１８年４月９日告示４月１６日投開票の

日程が発表されました。身の引き締まる思いの中での編集作業となりましたが、ご一読頂けたなら幸いです。

（プロフィール）

昭和４５年～５４年 甲府サッカークラブ（現 VF 甲府）在籍

昭和５３・５４年 同主将

昭和６０年～平成２年 敷島サッカースポーツ少年団監督

平成３年～平成１５年 敷島サッカージュニアスポーツクラブ総監督

平成４年 敷島南小学校 PTA 会長 山梨青年工業会副会長

平成６年～ 山梨技術高度化研究会員

平成１０年～平成 15 年 山梨県サッカー協会技術委員会委員長

平成１５年～ 山梨県サッカー協会常任理事

平成１５年 日本航空学園高等部講師

平成１６年～ 敷島サッカージュニアスポーツクラブ代表

平成１７年～ 甲斐市サッカー協会副会長

経歴
昭和３９年 ３月

韮崎中学校卒業
昭和４２年 ３月

甲府工業高等学校卒業
昭和４２年 ４月

富士通(株)勤務
サッカー部在籍

昭和４５年１０月
（有）三立製作所設立

平成３年 ４月
（有）内藤精機設立

代表取締役

≪私の考え方≫

①青少年のスポーツ活動２６年の指

導経験を生かし、未来をたくす青

少年の健全育成を図る。

②若者も希望と生きがいのもてる

魅力あるまちづくりを目指す。

③高齢者の住みやすい社会づくりを

推進する。

④緑豊かな甲斐市を守る環境問題へ

取り組む。

⑤竜王駅北口開発の早期完成と充実

を図る。

12 月第 4 回定例会一般質問での１コマ

（議長）通告 13 番、内藤ひさとし君の質

問を許します。

（内藤市議）議員番号 5 号、内藤ひさとし

質問致します。その前に一言発言

させて頂きます。去る 12 月 10

日、88 万県民の希望を背負った

VF 甲府の対柏戦は財政規模 5 倍

のチームへの挑戦であり、そして

その勝利は前身である甲府クラ

ブで 10 年間プレイしてきた私に

とっても感慨深いものがありま

す。この挑戦と勝利を甲斐市も活

かすべく、議会も益々活気溢れる

場となることを祈念いたします。

では質問に入ります・・・・・・・・

ひさとしの

想い！

閑話休題！


